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（

瓢

　
　
録
）

　
0
人

蠹

雜
祀
（

三
）

　
O
『

南

頭
』

の

蝶

　

　

　

　
ゆ

は

何
れ

に

し
て

も

急
逡
或
拡

改

造
物
で

あ
る
が

、

−

滔
毒
用
の

目

的

の

爲
め

に
偉
ら

れ
陀

物
が

實
に

多

數
孤

あ

る
。

　

第
一

圖
に

示

す
も
の

は

2
衝

≦
嵐

鬘

の

輕
便

滄
毒
器
第
三

號
で

、

二

呎

七

吋
四

方

高
さ

五

呎
三

吋
の

木

箱
内
面
に

は

亜
鉛
板

を
張
り

鍛
製
の

鏖
に

載
せ
て

あ
る

。

臺
の

下

に

は

室
氣
ラ

ン

プ

が

置
か

れ

て

あ

る
（

燃
料
は

石

油
）

蒸
氣
と
熱
氣
と

を
狂
意
忙

蒲
内
に

流

入

し

得
る

鎌
な

裝
置
に

な
っ

て

い

る

の

で
、

最

初
の

三

十
分

間
で

蝨
め

蒸
殺

が

灣
め

ば
 

後
の

三

十
分
は

熱
氣
を
遒
つ

て

濡
物
を
乾
か

す

事
が

出
摩
る

。

更
に

第
一

圖
右

圖
の

様
に

疉
込
む
で

蓮
搬
さ

れ

る

の

で

甚
だ

便
利
で

あ
る。

　

衣
に

第
二

鬮
は

口
o

廢
Φ

ム
蕁
謡ド

馨

芻
ε
ψ

8
甑｝
誌
霞

の
一

型
で、

英
米
軍

隊
に

盛
ん
に

供

給
さ

れ

た

者
で

あ
る

。

此

種
の

淌
毒
馬

車

は

多
種

多
様
の

式
が

あ
る

。

此
れ

で
は

清
毒

室
は
水
苹

で

画
筒
形、

壁
の

中
に

は

或
種
の

鹽
類
の

溶
液
が

入
れ

て

φ
る

。

華
氏
百
十
五

度
に

な
る

と
蒸

氣
は

之
れ
か

ら

發

生
し
て

室
商
に

入

h
こ

む
の

で

あ
る
。

斯
（
て

約
卅

分
で

消
毒
が

絡
る

と
、

戸
の

下
に

あ
る

癖
を

開
く、

外

氣
は

こ

3
か

ら
侵
入
し
て

、

厠
旋
し
π

管
を
經
て

室
の

床
か

ら

其
内
に

禺
る

樣
に

な

つ

て

い

る
、

管
が

熱
し
だ

溶
液

中
を

遞
じ

て
い

る
の

で

室

氣
が

室
内
に

出
る

際

に

は

既
に

熱

氣
と
な
つ

て

い

る、

依
つ

て

蒸

氣
に

濕
つ

た

品
も

之

れ
で

乾
か

せ

ら

れ
る

の

で

あ

る
。

　
月

寓
＄
げ

伽
Φ
ω

ヨ
h
Φ
σ
酔

霞

巨
o
目

暮
巴

§
圉
o

号

コ。

89
日
同」
c
目

邑

団

は

二

個
の

淌

毒
室
を

蒸
汽

車
に

積
せ

た
の

で

あ

る
、

之
れ

の

便

利
な

點
は

速

度
の

迅
い

事

と、

任

意
の

塲

所
に

着
く

と
直
に

蒸
氣
を

室

鵯

●

マ
態

6

「

三

〇

内
に

墮
幽
し
得

る

事

と
で

あ
る、

そ
れ

は

車
を

馳
行

さ

せ

る

橇
關

か

ら

蒸
氣
を

發
生
さ

せ

る

樣
に

設

計
さ

れ

て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

　

以

上
蒸

殺
裝

置
の

大

饐
を

記

し
薫
か

ら

衣
は

熱
殺

法
に

つ

い

て

述
べ

る

事

と

す
る

。

　

　

　

　

　

　

　

‘

　

　
（

木
下

周
太
）

　
　
　

●
『

兩
頭
』

の

蝶

　

雨
頭
の

蝶
と
云

つ

て

も
珍

ら
し
い

崎

形

で

も

何
で

も
な
い

。

円
謎

黥
智

屬
等
の
シ

ジ

赴

ラ

ツ

の

類
の

事
で

あ
る

。

昆
蟲
綵
集
家
の

誰
で

も
知
つ

て

塘
る

事
で

あ
る
が
、

シ

ジ
、、
＝
7
フ

の

類
に

は

後
翅

の

後
角
の

處
に

童
く

尾
の

楼
な

突
起
が

附
い

て

居
る

。

突
起
は
一

本
二

本

締
起
三

本

も
め
る

事
が

あ
る

が、

其
基

部
に

は

よ
く

著
し

い

斑
紋
が

あ
つ

て
、

其
斑
絞
の

中
央
に

大
き

な

點

等
が

あ
る

。

そ

れ
か

ら

麹
の

下

面
に

は

屡
々

前

後
翅
を
通
じ

て

篠
の

様
な
模

樣
が

あ
る

。

ウ

ラ

ナ

ミ

シ

ず

ミ

と
か

ト

ラ

フ

シ

曽

ミ

等
は

其
例
で

あ
る

が

批

糠
が

よ
く

此

後
角
の

斑
紋
に

集
中
す
る

様
な

方

向
を
取

つ

て

居
る

。τ

之
に

反
し
て

翅
の

上

面
は

適
常
目
立

把
な

い

様
な

色
で

あ

る。

そ

れ
か

ら
か
う
云

ふ

蝶
が

止
ま
る

と
、

よ

く

後
翅
を

忙
が

し

そ
う

に

上
げ

た
り

下

げ
泥
b
す
る。

．

數
年
前
吾

國
に

來
た

事
の

あ
る

モ

ル

テ

ン

セ

ン

氏
は

吾
が

國
を

去
つ

て

後、

パ

ナ

ァ

地

方
に

於
て

動

物
の

習

性
を
觀
察

し
て

居
る

中
に

、

右
に

述
べ

陀

様
な
シ

ジ

ミ
・
ノ

フ

の

特

性
に

氣
附
い

だ
。

そ

し
て

後
翅
の

後
角
の

部
分
が

如
何
に

も

蝶
の

頭
ら

し
｛

見

え
る

事

に

注

意
し
陀

。

即
ち
此

部
分
に

あ
る

斑

紋
は

動
物
の

頭
、

其
中
の

點
は

眼、

突

起
は
觸

角
や、

下

唇

鬚
の

擬
ひ
で

あ
っ

で
穫

翅
下

面

や

塁

き
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號 五 十 六 膏 三 第 誌 雄 學動 動〈101），

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
、

の

鍵
は

花
の

瓣
に

あ
る

條
等
が
蜜
腺
の

み
る

警
向
ウ

て

集
つ

て、
居
る

の

と
同

じ

様
に、

他
の

動
物
の

眼
を
此

似
せ

の

頭
部
へ

引

ざ
づ

け
る

用
を
な

す
者
で

あ
ら

う
と

考
へ

た。

即

ち
敵
の

攻
撃
を

此

部
で

受

け
て

、

大
事
な

體
を

安
全

に

す

る

手

段
で

ら

う
と
云

ふ

考
へ

を
詑

し
セ

の

で

あ

る
。

　
處
が

丁

度
之

ど
同

じ
樣
な

意
見
が
ボ

U
楢
F ．
靴

の
「

動

物
の

色
」

に

ポ

出
て

居
る。

モ

ル

ク
ン

セ

ン

は

然
し

此

事
に

は

歸
擱
後
始
め

℃
矯
が
つ

い

た
の

で、

蝶
を

觀
察
し
て

居
る

時
分

に

は

少
し

も
知

ら
な

か

り

セ

と
云

ふ
．

　

到
戸

｝

ン

の

此
意

見
に

封
し
て

は
「

擬

態、

淘

汰
並

グ

ー

ウ

イ

耗

主

義
」

の

著
者
ビ

ー

パ

“

は

附
會
の

甚
だ

し
い

者
で

あ
る

と
云

ふ

評

を
下

し
此
シ

ジ

ミ

テ

フ

の

微

翅
の

突
起

は

嘗
て

翅
が

今
よ

り

大

き

か

つ

た

時
の

名
殘
で

あ
ら
う

と
云
つ

て

居
嶋

が、

モ

ル

テ
ン

’

セ

翊
は

此

読
を

馭
し
て

之

こ

そ
却
つ

て

附
會
で

あ

る

と
云

つ

て

居

る
。

動

物
學
雜
誌
の

讀
者
は

果
し
て

何
れ
の

讒
に

左

祖
せ

ら

れ

る

か。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

駒
井

卓
）

　
　

●
ノ

ガ

ン

の

捕
獲

　
『

鳥
』

と
云
へ

る

雜
誌
に

記
昏

れ

セ

る

所
に

よ
れ

ば、

本、
邦
に

て

ノ・
ガ

ン

を

獲

し
こ

と
は

極
め

て

稀

な

る

も
の

よ

如
け

．

れ

ば、

古

き
こ

と
な

が

ら

報
じ

置
か

ん
か

。

余
は

其

當
事
餘
り
に

注
意
せ

ざ

り

し

爲
年
丹
を
記
せ

ざ
り

七
が、

何

れ

＋

數

年

前
の

事
な
り

と

思
ふ

、 ，

前

佐
久
郡

と
北

佐
久

郡
の

境
な

る

中
込

原

乏
稱
す
る

所、

、

夙
と
轄

云

ふ

も

？
何
れ

も

圃
地
な

る

が
、

此

邊
に
て

獵
師
が
蝉

　
　
　
（

雜

　
　

鐘）
　
0
ノ

ザ

ソ

の

捕

獲

　
O
蟹
蛹
に

見

田
証

ろ

三

種
の

壁
蝨

忽
の

珍

鳥
を
得

し
事

あ
り

ぴ

之
れ

即
ち
ノ

ガ

ン

な

り
き、

岩
村

阻

町

標
本

商
古
屋

氏
の

手
に

て

劒
製
せ

ら
れ、

今
は

中
込

村
郵
便
局

長
植
松

某
の

有
と
な

れ

り。

（

大
正

七−
一

二
、

三

記
す
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

小

画
海
太

郎
）

　

　

●
蠶
蛹
に

見
出
せ

る

三

種
の

壁
蝨

（

續
）

　

　
　
ゆ゜
　

6
ざ

津
循
q馳
鴨
b．
画

諠
繭

匙
畠
弋．

兮
穐

器

鳥
翰

働

 
℃

　

體
長
○
・
七

四

三

ミ
、

メ
、

體
巾
○・
五

三

ミ
、

メ
、

淡

黄
色

。

6
丁
。、

ぎ
缶

冨

は

短
大

從
つ

て

5
客

冨
日

は

長
さ

よ

り
巾
の

方
贋

し。

榊

嗣
此

の

種
は

前

記
の

種
に

交
り
て

臣
山

巳
e

柏

　

　

　
Q ゆ゜
　

O
自
富
鱒

自
O
ミ
脇

伽

℃．

　

體
長
一
・
〇
一

ミ
、

メ
、

饐
巾
○・
四
ニ

ミ
、

メ、

體

及
肢

乳
白
色、

逋

に

走
る

性
あ
め
、

o

匿｝一
8
旨

細

長
二

節
よ
り

成
り

尖
端
に
齒
三
、

可

動
齒
節
の

齒
二

あ
ウ
、

り
巴

窟

　
は

五

節
よ

h
成
力

最
先

端
節
下

面
基

部
に

Y
状
に
二

叉

せ

る
一

毛

在
り

。

體
背
に

四
ケ

所
加

暮
百
犀

 

存
在
す

第
三

第
四
肢
問
の

位
置

に

て

背
側
に
一

對
の

oo
註

σq

諺
麟

在

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
三

噌

體

表
に

酸

暮
霞
Φ

を
見
す

。

表
皮
全

皚
に

幾
分

明
な

る

細
溝
存
す

、

勧
種
形

の

内

部
に

並
行

せ

る

襞
を
有
す
る

函

老
巳
・。

。

煢
く
 
。・

§
 

存

在
し

腹
面
に

開
口

す
。

腹
尾
背
に

四
本
の

剛
毛

後
に

向
つ

て

生
じ

體
長
に

近
し。

肢
上

の

各
笛
毛

數

は

表
の

如
し、

爪
尖

端
叢

の
詣
o

器
H

を

有
す

。

肢

の

長
さ

は

第
三

第
四

第
二

第
一

の

肢
順
な

b
。

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　一

個
體
を
見

出
せ

b
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